
文
理
同
M
F

六
個
三
一
十

-
a
'
Z掴
・
胃
偏
物
闘
可
《
毎
同
一
圃
-
日
萄
句
u

巻)t+ニ第第一積
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論

叢

犬

税

論

組
合
枇
借
日
山
中
概
念

財
産
生
命
保
険
・

明
治
一
初
年
に
於
け
る
大
阪
潟
幹
命
回
一
耽

リ
カ
ア
ド
ウ
の
恐
怖
論
-

捨
醐

我
闘
の
凶
富
及
び
圃
民
所
得
ぞ
論
ず

時担

肌

常

刷

拍

経
清
政
策
郎
γ

お
超
雌
的
目
標
に
就
ド
て

諌
算
に
依
る
企
業
の
統
制

帥

帥

情

緒

隊

問
問
起
に
於
け
る
中
央
地
方
悦
の
経
連

美
濃
稲
津
村
小
旦
の
剖
山
制
度

法

皐

博

士

文

明

博
l
仁

純
情
明
博
士

純
情
問
中
卜

Mm
消
問
中

J

制
清
明
岬
士

叩
川
降
車
十

細
川
m
m
f

制
調
円
円
哨
'
ト
L

抑

制

出

削

中

J
J 麓

輔

趣

一
岬
戸
正
雄

米

田

庄

太

郎

小
烏
目
白
太
郎

菅

野

和

太

郎

谷

古

彦

汐

見

大藤

i家田 日
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典

之
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論
陣
算
に
依
る
企
業
の
統
制

!大

:塚

]明

企
業
上
の
諜
算
制
度

主主

芳、

議

C!J 

以
上
の
ニ
節
に
於
て
説
明
E
れ
た
企
業
の
中
心
的
統
制
の
潟
に
所
調
珠
算
(
国
民
間
立
)
を
用
ゆ
る
所
の
企
業
上

の
珠
算
制
度
或
は
珠
算
的
統
制
(
回
包
向
。
円

M
H
戸

間

目

立

gw
国
ロ
身
内

z
q
g
z
E
)
な
る
も
の
は
如
何
な
る
方
式
の
統

制
方
法
で
ゐ
ら
う
か
。
其
の
本
質
正
し
て
経
傍
経
務
僻
典
に
掲
げ
ら
れ
た
所
は
衣
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

「
過
去
及
び
現
在
に
閲
す
る
組
織
的
報
告
に
基
い
て
、
勝
戒
に
謝
す
る
一
の
計
劃
が
組
立

τら
れ
な
り
れ
ば
な

ら
ぬ
。
岡
崎
に
、
誌
の
計
劃
は
、
如
何
な
る
程
度
迄
現
貨
の
後
展
が
そ
れ
に
越
膳

L
て
ゐ
る
か
ご
い
ム
不
断

ω報

告
に
依
っ
て
修
正
吉
れ
、
監
査
苫
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
〈
組
立

τら
れ
た
簿
記
的
、
統
計
的
組
織
を
ば
謙
算

髄
系
ご
呼
ぴ
、
経
棒
組
織
の
管
理
の
手
段
ご
し
て
此
の
純
系
を
服
用
す
る
ヨ
』
ご
が
珠
算
的
統
制
で
あ
る
。
」

右
に
引
用
さ
れ
た
も
の
が
珠
算
に
依
る
企
業
統
制
の
本
質
的
理
解
f
し
て
満
足
す
べ
き
も
の
な
る
や
に
就
て
は

岡
よ
h
議
論
の
伶
地
あ
る
を
見
れ
泊
で
ゐ
ら
う
O
L
か
し
、
兎
も
角
是
れ
は
、
企
業
上
の
諌
算
制
度
な
る
も
の
が

賞
際
上
-
ド
も
・
事
問
上
に
も
共
に
未
.k
其
の
後
遠
の
幼
稚
な
る
現
今
ざ
し
て
、
私
の
h
m
b
得
た
限
り
に
於

τ最
も

臨

苑

第
二
十
λ
巻

= 

王

第
ニ
一
概

接
算
に
依
る
企
業
自
統
制

(heral1sgegeb. VOn Nicldisch). 

"_ 
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詑

苑

場
二
十
八
巻

強
算
に
俄
る
企
業
四
統
制

プミ

第

競

一
三
回

簡
明
に
誌
の
要
紡
を
表
明
せ
る
も
の
で
あ
る
。

抑
も
、
企
業
に
於
け
る
珠
算
的
統
制
な
る
制
度
は
極
め

τ最
近
(
戦
後
殊
に
一
九
二

O
年
末
の
-
-
E
で
あ
る
ご

い

V
U
れ

τゐ
る
0
)

に
於

τ、
初
め
て
米
固
め
産
業
界
に
接
頭
し
党
新
の
も
の
で
あ
っ
て
、
一
般
仁
企
業
の
傑
倍
に

闘
す
る
諸
改
良
的
研
究
、
賞
行
仁
熱
心
な
る
濁
逃
に
於
て
き
九
企
業
に
於
け
る
珠
算
的
統
制
の
何
た
る
か
に
就

て
は
未
に
遍
〈
一
致
し
た
見
解
の
定
っ
て
お
ら
旧
制
有
様
で
あ
る
。

従
来
・
珠
算
な
る
も
の
は
ま
正
し
て
岡
家
及
び
地
方
倒
慨
等
の
統
治
僅
仁
の
み
関
聯
L
T
考
へ
も
れ
た
も
の
で

め
っ
て
、
柚
時
算
正
い
へ
ば
直
に
政
府
預
算
を
意
味
す
る
も
の
、
如
〈
聞
き
慣
ら
古
れ
て
お
っ
た
。
し
か
も
.
品
仙
の

場
合
に
於
り
品
預
算
は
政
治
上
、
財
政
上
的
重
大
事
-m引
証
し
て
取
扱
は
れ
、
政
治
家
、
一
般
公
衆
、
並
に
諸
言
論

機
関
等
は
こ
れ
に
向
っ
て
常
に
多
大
の
注
意
を
挑
ひ
、
隣
っ
て
叉
此
の
陶
題
に
閲
す
る
幕
間
的
研
究
も
大
に
脇
田
達

せ
る
も
の
が
め
っ
た
。

h
r
f
て
、
政
府
財
政
上
の
用
具
正
し
て
の
旗
第
に
就
て
は
底
き
理
解
が
行
は
れ
て
・
共

ω政
治
的
、
財
政
的
重

要
性
も
充
分
に
認
め
ら
れ

τ居
る
o

殊
に
、
こ
れ
に
於
て
R

公
共
支
出
経
済
化
の
基
礎
た
る
任
務
り
認
め
ら
れ
て
ゐ

る
こ
主
は
、
企
業
上
の
漁
算
制
度
に
就
て
考
察
す
る
も
の
、
注
意
す
べ
き
貼
で
ゐ
る
。

右
の
如
〈
、
政
府
財
政
上

ω珠
算
制
度
が
飯
に
、
賞
際
上
に
も
事
問
上
に
も
極
め
て
摘
著
な
る
殺
這
を
途
げ

τ

ゐ
る
に
反
し
て
、
企
業
上
の
謙
算
制
度
叫
現
今
に
於
け
る
後
逮
は
な
ほ
甚
だ
幼
稚
で
ゐ
る
。
し
が
し
‘
以
下
誌
に

其

ω典
型
的
形
態
に
就

τ、
先
づ
其

ω本
純
金
絹
I
詳
し
〈
考
察
し
て
見
ゃ
う
ご
思
ふ
。

飾
に
引
用
せ
る
所
に
よ
っ
て
知
ら
る
、
如
〈

w

企
業
内
一
統
制
上
に
預
算
を
用
ふ
る
制
度
郎
ち
企
業
上
の
珠
算
制

P. White， Ior!=!':.sti_':lg， _Pla~_ni~K. and. B_udÇ"!!~ing i~ Busine:ss Managep1ent. 
p.__ [52~ H. _ W~_ B~_~er B. 'Yirt~c"haft. _Ud. 2. S. 24~: 
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E且当担担e町町lげ叩r引ieb5"坊湘、w引"口tschafl白1.(}札川叫11山hぽr百 V. '9，8). S. 455 ・
Mckin~eヴ， sudxetary Co-ntrol， p・4・
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度
は
、
衣
の
一
定
期
闘
に
於
け
る
企
業
の
活
動
態
様
に
就

τ諌
め
一
定
の
計
数
的
見
積
計
剖
書
を
作
製
し
、
此
の

見
積
計
制
書
を
嘗
該
期
間
に
於
り
る
企
業
統
制
山
基
準
さ
し
て
用
ゆ
る
所
に
共
山
本
質
を
認
め
ら
る
、
も
の
で
ゐ

る
。
古
れ
ば
此
の
制
度

ω
運
用
過
程
を
明
仁
す
る
は
印
も
こ
れ
が
本
鱒
を
知
る
所
以
で
あ
る
。

二
、
由
席
算
制
度
の
運
用
過
程

質
際
上
山
議
算
制
度
い
ω
蓮
別
池
税
は
具
時
的
じ
は
夫
ー
の
企
業

ω
稀
制
畑
正
宜
(
の
職
制
組
織
正
に
肱
じ

τ縄
t
異

る
べ
き
も
の
で
ゐ
る
が
、
今
其
の
典
型
的
形
態
に
就
t
ご
れ
が
要
領
を
一
般
的
に
摘
出
し

τ見
ょ
う
ど
思
ふ
。

珠
算
制
度

ω
運
則
渇
殺
は
大
別
し

τ

一
珠
算
案
内
編
成
・
仁
珠
算
案
山
審
議
三
珠
算

ω
裁
決
、
巳
晶
胤
算

ω
施
行
、
佃
諌
算
的
一
修
正
、
の
四
段
階
に
ニ

れ
を
分
つ
ニ
ご
が
出
来
る
。

一
珠
算
案

ω
編
成
。
先
づ
、
企
業

ω
一
倍
業
期
間
中
の
戎
ゐ
時
期
に
於
て
、
弐
の
一
傍
業
期
間
に
其

ω会
業
が

遥
す
べ
き
究
極
的
目
的
(
私
盆
企
業
に
於

τは
牧
盆
一
卒
、
-
公
益
企
業
に
於

τは
供
給
財
貨
の
品
質
、
数
量
、
間
四
格

等
を
合

U
供
給
成
純
等
こ
れ
で
ゐ
る
O
)

に
就
て
一
定

ω議
定
が
立
じ
ら
れ
‘
同
時
に
品
川
川
一
深
定
を
府
民
現
す
る
免
に

常
該
期
間
に
一
倍
ま
る
べ
き
企
業
活
動
り
各
方
面
に
闘
す
る
一
般
的
方
針
が
定
め
ら
る
る
。
比

ω
一
般
的
方
針
が
定

め
ら
れ
た
後
に
此
れ
に
基
い
て
、
各
峨
他
部
門
の
管
一
羊
機
関
は
夫
i
自
己

ω管
掌
範
囲
内
り
必
要
的
諸
事
項
に
就

て
分
科
的
に
計
欽
的

ω
見
積
計
剖
杏
を
編
成
す
る
。
比

ω
見
積
計
劃
吉
川
り
編
成
の
際
に
は
共

ω
合
理
性
を
高
め
る

匁
に
過
去
及
び
現
在
に
闘
す
る
諸
記
録
を
会
照
し
て
ニ
れ
を
分
栃
・
綜
合
し
、
併
せ

τ将
来
に
於
け
る
内
外
諸
事

情
の
品
型
化
を
強
測
す
べ
き
は
勿
論
で
ゐ
る
。

設

議
算
に
依
る
企
業
白
紙
制

部
二
十
八
巻

王

七

第

説

苑

remedies). pp. 179--181. 

Wlリle.op. Clt. p. 1，2. Mcl什!lsey，Op. cit. p. 5 
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院

宛

-一二人

第

漉

一
三
六

漉
算
に
依
る
企
業
。
統
制

第
二
十
凡
巻

各
分
科
珠
算
案
は
一
般
に
同
一
期
間
に
亘
る
も
の
北
る
を
要
す
る
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
其
の
期
間
の
長
吉

を
如
何
に
定
ひ
る
が
過
賞
な
る
や
は
現
貨
の
各
企
業
に
於
げ
る
夫
ー
の
事
情
の
相
違
に
随
っ
て
一
概
に
は
言
ぴ
難

い
。
こ
れ
会
制
約
す
る
諸
闘
Y
T
ご
し
て
最
も
重
要
な
も
の
は
、
宮
口
氏
ロ
田
山
刊
に
依
れ
ば
失
の
六
事
項
で
あ
る
。

3

・
金
融
方
法

ー
、
商
品
姐
榔
期
聞
の
長
吉
宮
、
生
産
期
間
の
長
3

4

、
市
場
の
紋
鴎

5
・
過
去
の

笹
業
賊
抽
出
に
閲
す
る
記
録
‘
統
計
等
に
し
て
婚
家
の
計
剖
を
立
つ
る
に
役
立
つ
べ
き
諸
多
考
資
料
の
有
す
る
完

全
司
過
胞
の
度
合

6
、
勘
定
期
間
の
長
さ

現
賞

ω各
企
業
に
於

τ最
も
通
瞥
せ
る
珠
算
期
闘
の
長
き
は
右
の
諸
事
項
に
閲
す
る
夫
』
の
事
情
の
如
何
に
支

配
せ
ら
れ
て
定
ま
る
の
で
ゐ
る
が
、
質
際
上
普
通
に
行
は
れ
て
ゐ
る
珠
算
期
聞
は
三
ゲ
月
、
六
グ
月
、
或
は
十
ニ

グ
月
等
で
ゐ
る
o

右
の
如
一
言
務
松
井
期
間
の
長
一
却
は
執
れ
も
特
有
の
利
弊
を
併
せ
持
つ
所
で
め
る
。
し
か
し
、
其
の

長
吾
の
如
何
に
拘
ら
す
一
議
算
期
閥
内
に
就

τ疋
ら
に
月
別
配
列
表
(
出

B
p
q
m
n
r
a口
町
)
を
設
定
し
、
こ
れ
に

基
い
て
毎
月
の
絡
に
見
積
成
蹴
芭
賞
際
成
総
ご
を
比
較
、
掛
照
し
、
以
て
一
方
に
は
爾
後
の
質
際
成
績
を
調
節

し
、
他
方
に
は
必
要
な
る
修
正
を
腕
定
噛
概
算
に
加
ふ
る
に
便
な
ら
し
む
る
こ
E
が
珠
算
制
度
の
運
用
を
会
か
ら
し

む
る
所
以
で
あ
る
。

珠
算
制
度
に
於

τは
闘
よ
・
り
一
企
業
山
町
会
館
に
一
旦
る
計
数
的
見
積
計
劃
を
以
て
一
健
系
的
綜
合
珠
算
を
編
成
す

る
-
』
古
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
け
れ
Y
」
も
、
其
の
綜
合
滋
算
の
構
成
分
子
た
る
各
分
科
換
算
は
企
業
上
の
如
何
な

る
事
項
を
以

τこ
れ
が
編
別
の
基
準
ピ
な
す
べ
き
や
は
企
業
の
預
帽
闘
が
相
違
可
る
に
随
つ

τ
一
率
に
は
定
め
難

い
。
た
に
、
注
意
す
べ
き
は
企
業
上
の
各
事
項
部
門
は
相
互
仁
密
接

ω関
聯
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
各
分

MCldnsey， op. cit. p. 29・
Mckinsey， op. cit. pp. 34-3;. 
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科
珠
算
案
り
編
成
に
は
、
互
に
諸
他
の
分
科
務
算
案
の
編
成
が
会
照
き
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ニ
ご
で
あ
る
。

宮
の
民
自
々
は
製
蕗
的
企
業
に
就

τ弐
の
如
き
十
二
一
場

ω分
科
珠
算
を
数
へ
て
ゐ
る
。

ー
、
阪
寅
議
算

2
、
阪
質
経
費
換
算

3
、
民
告
強
算

4
・
生
産
珠
算

5
、
原
料
珠
算

6
、
勢
働
環

算

7
、
胸
利
施
設
海
算

8
、
製
品
掲
縦
曲
賞
議
集

9
仕
入
珠
算
日
、
設
備
預
鉢
口
、
一
般
級
品
責
務
算

回
、
財
務
濠
算

こ
れ
ら
の
各
分
科
濠
算
が
夫
I
・
各
別
的
一
特
殊
事
項
を
基
噂
ご
し
て
設
定
吉
れ
た
品
川
科
的
の
計
数
的
見
積
計
剖

で
ゐ
る
こ
ピ
は
V
ふ
ま
で
も
な
い
。
た
ご
へ
ば
版
責
務
算
は
嘗
該
期
間
に
於
り
る
販
商
見
高
ピ
阪
商
H
M
胴
格
ご
に
関
す

る
見
積
計
剖
で
ゐ
b
u
生
産
珠
算
は
同
じ
〈
某
の
期
間

ω生
産
数
量
に
闘
し
、
原
料
疎
算
や
勢
倒
殻
算
は
生
産
預

算
に
於
て
定
め
ら
れ
た
一
定
数
量
の
生
雄
高
を
奉
h
J
Q
錦
に
使
用
す
べ
き
原
料
や
勢
働
の
歎
量
的
見
積
計
劃
よ
h

成
h
二
諸
積

ω経
建
議
算
は
嘗
該
期
間
の
企
業
活
動
上
に
負
指
す
べ
き
諸
積
的
経
費
の
見
積
計
劃
で
あ
る
が
如

し
。
な
ほ
叉
財
務
預
算
は
諸
他

ω分
科
疎
算
を
基
礎
に
し
て
立
て
ら
れ
た
財
務
蕗
理
上
の
計
数
的
見
積
計
割
に
外

な
ら
な
い
。
右
川
町
如
き
諸
分
科
珠
算
案
が
編
成
せ
ら
る
れ
ば
、
最
後
に
こ
れ
ら
一
切
の
分
科
謙
算
案
を
多
照
し

て
、
見
積
貸
借
謝
照
表
案
及
び
見
積
損
盆
計
算
表
案
が
編
成
せ
ら
る
る
。

政
府
財
政
上
の
聾
吉
一
定
期
間
に
於
り
る
政
府
事
務
の
執
行
に
件
ふ
品
A
W
常
的
支
出
ぜ
こ
れ
に
廊
中
ぺ
き
貨
幣

的
支
梯
手
段
の
調
達
ご
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
芭
は
人
の
知
る
所
で
あ
る
。
然
る
に
、
企
業
上
の
預
算
は
軍
h

貨
幣
的
支
梯
手
段
の
収
入
、
支
出
に
闘
す
る
見
積
計
劃
を
合
む
の
み
な
ら
や
，
、
庚
〈
企
業
活
動
の
全
般
に
豆
る
計

数
的
見
積
計
劃
を
包
接
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
勅
は
政
府
期
政
上
の
謀
算
正
企
業
上
の
強
算
E
の
闘
に
於
け

院

弗

一
三
七

諌
算
に
依
る
企
業
由
統
制

第
二
十
λ
巻

え

腕

樟

10) W. F. ¥Villoughby， Pdnciple of Public Administration. p・435及!FM
R. Lehmann. Die lndustrielle Kalkulation. S. SO ;!l器開 J 



霞

苑

一
三
凡

第
二
十
凡
魯

O 

蕗
算
に
依
る
企
業
の
統
制

第

観

る
霊
媒
な
差
同
時

ω
一
で
あ
る
。
而

b
ま
た
、
政
府
財
政
上

ω珠
算
期
聞
は
少
〈
ご
も
一
腰
年
以
上

ω長
期
た
る
こ

Z
を
常
ご
す
る
が
・
企
業
上
り
滋
鉢
矧
闘
は
前
者
・
ι比
竣
し
工
一
般
に
短
〈
、
た
ご
へ
ば
六
グ
月
・
三
ゲ
月
等

ω

却
さ

bω
が
少
〈
な
〈
、
一
此
b
に
は
ニ
グ
月
.
一
ヶ
月
等

ω如
き
極
的
工
短
期
り
も

ωセ
も
見
る
り
で
ゐ
品
。
事
れ

ば
、
論
者
中
に
は
或
は
「
企
業
上
り
預
算
は
一
期
間
.
辺
市
は
一
年
に
豆
る
企
業
内
練
替
に
が
要
な

E
抑

ω
見
積

で
ゐ
品
。
そ
は
一
企
業

ω各
利
郎
門

ω蓮
樽
に
必
要
な
支
出
の
見
積
で
ゐ
る
o」

ε冒
ふ
者
が
あ
る
が
、

ur
〈
の
如

き
は
企
業
上

ω橡
算

ω
特
色
を
疋
常
に
理
解
せ
し
む
る
所
以
で
は
な
い
。
政
府
財
政
上
の
疎
算
ご
企
業
上
の
漁
算

ご
の
聞
に
存
す
る
こ
れ
ら
の
重
要
な
差
異
に
注
意
せ
る
〉
門
医
ロ
切
は
政
府
財
政
上
に
用
ゐ
慣
れ
た
「
珠
算
」
な
る
語

が
企
業
上
の
計
数
的
見
積
計
制
に
時
期
せ
ら
る
る
こ
己
に
就
て
「
珠
算
(
回
え
向
。
陣
)
な
る
認
は
、
厳
密
仁
は
巨
常
な

意
味
を
持
っ
て
お
ら
向
。
何
ご
な
れ
ば
、
多
〈
の
人
に
ご
つ
て
は
そ
れ
が
、
か
な
り
長
い
期
間
に
亘
る
牧
入
Z
支

出
ご
の
金
銭
的
見
積
を
意
味
し
て
ゐ
る
か
ら
O
L
正
言
つ

τゐ
る
。
か
〈
て
、
彼
自
身
は
漁
算
な
る
話
の
代
h
に
即

列
表
(
師
会
色
己
内
)
な
る
語
を
使
川
し
て
ゐ
る
o

請
の
選
棋
は
説
れ
に

L
て
も
、
必
要
な
貼
は
政
府
財
政
上
山
預
算

ご
企
業
上
の
珠
算
ご
の
聞
に
於
り
る
内
森
上
の
差
異
を
よ
〈
理
解
す
る
・
』
ご
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

院
に
編
成
苫
れ
た
各
介
科
換
算
案
は
珠
算
整
理
係
の
手
許
に
組
め
ら
れ
て
、
一
路

ω審
査
、
艶
照
を
受
げ
、
必

要
な
修
補
、
訂
正
を
施
さ
れ
た
後
に
一
鱒
系
的
綜
合
珠
算
案
己
な
っ
て
珠
算
裁
決
機
関
に
提
出
せ
ら
る
る
こ
正
に

な
る
。ニ

橡
算
案

ω
審
議
ピ
議
集
凶
裁
決
。
阪
に
編
成
さ
れ
た
綜
合
預
算
案
は
次
に
は
審
議
正
裁
決
ぜ
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
泊
。
珠
算
案
の
審
議
ご
珠
算

ω裁
決
正
の
震
に
は
通
常
、
議
算
審
議
委
員
曾
が
設
り
ら
る
る
。
議
集
審
議

Mead and Scholz. Rudi.ments of Bl1siness Financ:e. p. 182. 
AtkinS. Factory Manage:ment. p. 262 
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委
員
曾
は
所
調
枇
長
又
は
底
長
等

ω如
き
企
業
全
般
内
事
務
を
纏
鑓
す
る
最
高
の
令
業
機
闘
を
議
長
芭

L
.
各
職

飽
部
門

ω主
任
管
掌
者
を
議
員
ご
し
て
構
成
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
b
，
、
質
際
上
も
亦
か
〈
ず
る
の
が
普
通
で
ゐ

る。
珠
算
審
議
一
生
員
曾
に
於

τ仏
各
分
科
珠
算
案

ω
筒
々
に
就
て
共
の
見
積
計
劃
の
碁
繍
に
劃
す
る
批
判
、
吟
味
が

行
は
る
る
の
み
な
ら
で
綜
合
珠
算
案
川
町
会
髄
系
に
於
け
る
各
分
科
の
均
衡
・
調
和
に
閲
す
る
審
議
が
進
め
ら
る

る
。
か
く

t
.
通
営

t
認
め
ら
る
る
修
正
が
施
苫
れ
た
後
に
裁
決
を
経
て
確
定
綜
令
強
算
が
成
立
し
、
輩
に
蛍
該

漁
算
期
間
に
於
付
る
企
業
活
動

ω全
般
に
亘
る
中
心
的
統
制
意
士
山

ω計
数
的
基
礎
が
具
飽
的
に
決
定
せ
ら
る
る
に

至
る
の
で
ゐ
品
。
党
も
、
共
の
預
算
が
企
業
上
的
基
本
的
政
策
的
機
克
を
件
ふ
も
の
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
株
式
合
祉

を
主
韓
正
す
る
企
業
の
場
令
に
在
つ
て
は
、
噂
』
れ
が
裁
決
の
掛
川
に
は
真
に
所
諦
重
役
曾
や
株
主
総
曾
等
の
機
関
の

承
認
を
必
袈
ご
す
る
で
あ
ら
う
o

珠
算
審
議
舎
に
於
て
は
時
間
来
に
於
け
る
畿
業
の
脅
展
其
の
他
仁
閥
L
τ
各
議
員

閉
じ
秘
t
な
る
意
見

ω交
換
、
討
議
が
行
は
れ
て
業
の
結
果
.
曲
四
算

ω上
に
各
従
業
員
聞
の
意
見

ω卒
衡
が
現
は

る
る
こ

Z
じ
な
る
の
で
ゐ
る
。

三
橡
算

ω施
行
。
裁
決
を
経

τ成
立
せ
る
確
定
竣
算
は
各
職
能
部
門
の
寅
行
上

ω標
準
ピ

L
て
・
こ
れ
を
質
現

す
る
司
」
正
が
夫
』
の
携
蛍
機
関
に
向
つ

τ強
制
せ
ら
る
る
こ
ご
に
な
る
。
一
旦
確
定
せ
る
珠
算
は
夏
ら
に
再
び
珠

算
審
議
委
員
曾
の
審
械
を
経
て
其

ω
承
認
を
経
古
る
限
h
は
漫
に
議
改
さ
れ

τは
な
ら
向
。
各
職
能
部
門
の
携

蛍
機
関
は
強
算
M
Z

基
本
的
機
準
ご
し

τ夫
3
の
賀
行
行
品
川
を
管
ま
な
け
れ
ば
包
ら
m
H

の
で
あ
る
が
・
こ
れ
が
錦
に

は
諌
算
に
基
い
て
夏
ら
に
詳
細
な
質
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
或
は
従
業
員
別
及
ぴ
時
日
別
等
山
橡
算
施
行
上
の
鹿
列
表

設

苑

珠
算
に
依
る
企
業
白
統
制

第
二
十
λ
巻

ー
一一

第

班

ゴι



説

苑

政
算
に
依
る
企
業
白
統
制

回
O 

第
二
十
λ
魯

一一

第

拙

を
編
成
し
、
こ
れ
じ
準
捜
し
て
共
の
賀
行
を
哨
臨
む
る
よ
ご
が
強
算
制
度
の
蓮
用
を
確
貨
な
ら

L
む
品
所
以
で
あ

る
。
な
ほ
、
各
職
能
部
門
の
質
行
過
程
上
に
は
不
断
に
琵
算
セ
基
礎
芭
す
る
盤
骨

ω作
用
が
活
動
し
、
こ
れ
に
よ

っ
て
強
算
ど
封
象
せ
ら
れ
た
賀
行
成
績
的
医
救
、
調
節
が
行
は
る
品
。
か
〈
て
、
環
算
の
施
行
の
潟
に
一
企
業
の

活
動
は
全
般
的
に
様
準
化
せ
ら
る
る
ニ
正
に
な
る
の
で
あ
る
。
き
れ
ば

E
2
2
2
が
「
標
準
に
依
る
統
制
方
式

は
ま
た
、
こ
れ
を
旗
振
し
て
製
造
、
阪
商
H
.

管
理
の
如
き
一
企
業
の
金
活
動
に
及
ぼ
す
こ
ご
が
出
鴻
る
。
金
活
動

に
謝
し

τ標
準
が
使
用
せ
ら
る
る
場
合
に
、
其
の
統
制
制
度
は
珠
算
制
度
乙
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
o
」
ピ
述
べ
て
ゐ

る
の
は
強
算
制
度
の
蓮
用
に
於
げ
る
右
の
事
情
を
よ
〈
示
す
も
の
ご
い
へ
る
の
で
あ
る
。
司
・
4
『・

3
1
2
の
提
唱

し
た
山
氏
自

E
P
冨
吉
仰
向
。
昌
吉
伸
は
最
初
は
狭
義
の
生
産
地
程
に
の
み
閲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
共
の
後
の
後
展

に
よ
っ
て
此
の
新
規
な
蕗
理
法
の
中
に
合
ま
れ
て
ゐ
る
諸
原
則
の
趨
周
は
企
業
活
動
上
、
軍
に
狭
義
の
生
産
過
程

に
の
み
隊
ら
れ
宇
し
て
、
出
周
〈
諸
他

ω方
而
に
向
っ
て
続
日
明
せ
ら
る
る
司
、

t
に
な
っ
た
。
か
〈

τ、
共
の
新
規
な

蕗
理
法
の
根
本
を
成
す
、
標
準
を
先
づ
設
定
し
、
こ
れ
に
基
い
て
貴
行
成
践
を
測
定
す
る
ご
い
ふ
原
則
が
企
業
活

動
の
全
般
に
豆
っ
て
趨
用
せ
ら
れ
た
も
の
が
企
業
上
の
珠
算
制
度
に
外
な
ら
な
い
。

四
珠
算

ω修
正
。
確
定
議
集
が
施
行
せ
ら
る
る
ご
・
同
時
に
英
の
質
行
成
総
は
滴
賞
な
方
式
を
以
て
記
録
に
寓

さ
れ
、
一
見
ら
に
此

ω記
録
古
漁
算
ご

ω欝
照
表
が
作
製
せ
ら
る
る
。
珠
算
審
議
委
員
曾
は
比
の
掛
照
表
を
審
金
、

精
議
し
、
且
つ
内
外
常
事
備
の
抽
出
化
を
考
慮
し
て
、
必
要
ゐ
b

E
認
む
れ
ば
飯
定
議
算
に
適
宜
の
修
正
を
加
へ
る

の
で
あ
る
c

珠
算
の
合
理
性
を
高
め
、
以
て
不
合
理
な
琢
算
を
強
行
す
る
こ

E
か
ら
生
A
Y
ぺ
き
危
険
を
未
然
仁
防

少
(
ピ
も
月
に
一
回
・
必
要
あ
ら
ば
な
ほ
一
屠
頒
繁
に
此
の
審
査
、
修
正
を
行
は
な
り
れ
ば

止
せ
ん
が
錦
に
は
、

Lawrence， Cost Accol1nting， p・377・
Hunt， Scientific Managernenl since Taylor. p・44・
Jones. op. cit. p. 310. Hunt， cp. cit. p. 45 

13) 

14) 
16) 



な
ら
向
。

議
算
修
正
の
手
縦
は
濠
算
制
度
の
放
巣
を
完
か
ら
し
む
る
籍
に
極
め
て
重
要
な
る
段
階
で
あ
っ
て
叫
比
の
過
程

の
慮
置
を
温
ま
れ
ば
謙
築
制
度
運
用
の
会
般
的
倒
低
は
・
』
れ
が
柏
崎
に
大
い
に
段
つ
け
ら
る
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

抑
も
、
其

ω範
囲
の
甚
だ
成
大
に
し
て
且
つ
不
断
の
麹
動
を
免
れ
ざ
る
一
般
経
済
界
ピ
密
接
な
閥
係
に
立
て
る
企

業
に
闘
し
て
、
勝
来
的
一
定
期
間
に
一
旦
る
議
算
を
設
定
す
る
場
合
日
一
切

ω未
俊
事
前
引
を
正
磁
、
適
切
に
抽
措
定

す
る
が
如
き
は
事
例
り
性
質
上
、
到
底
期
L
得
ぺ
か
ら
グ
る
所
で
め
る
。
放
に
、
珠
算

ω施
行
中
、
賞
際
成
積
t

の
比
故
.
掛
照
に
基
吉
、
前
市
怖
の
強
化
を
考
慮
し
て
、
審
議
の
結
果
こ
れ
に
刷
っ
て
池
宜
の
修
正
を
施
す
こ
芭

は
、
動
も
す
れ
ば
珠
算
制
度
的
採
用
か
ら
生
じ
劫

3
企
業
活
動

ω機
械
化
、
官
僚
化
を
防
止
し
て
、
こ
れ
仁
件
ふ

べ
き
危
険
を
除
去
す
る
鎗
に
最
も
必
要
な
朋
怠
で
あ
る
。
此
小
川
周
忌
十
件
は
泊
珠
算
制
度
の
運
用
は
遂
に
企
業
の

運
行
過
程
を
固
定
化
せ
し
め
て
、
共
の
弾
力
性
九
官
奪
ム
に
至
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
か
〈
の
如
、
古
は
企
業
の
純
務
的

能
率
や
大
仁
害
す
る
所
以
で
あ
る
。
企
業
上

ω珠
算
制
度
を
採
用
す
る
仁
就
て
最
も
警
戒
を
要
す
畠
貼
は
貨
に
此

の
問
題
に
懸
る
の
で
ゐ
る
。

か
〈
雪
ロ
は
ば
、
或
は
次
の
如
き
疑
問
が
岡
崎
る
で
ゐ
ら
う
o

卸
も
、
一
確
定
議
算
の
施
行
中
に
こ
れ
に
向
っ
て
麗

E
適
宜

ω修
正
を
施
す
ニ
ご
は
、
前
に
越
べ
た
、
橡
算
は
企
業
の
寅
行
過
渡
に
費
す
る
標
準
で
あ
っ

τ、
議
算
の

施
行
は
企
業
の
活
動
を
全
般
的
に
標
準
化
せ
し
む
る
所
以
で
あ
る
ご
い
ふ
則
正
矛
盾
4
る
-
』
正
は
無
ハ
ー
で
あ
ら
う

か
、
ピ
0

3
れ
ど
、
所
説
標
準
化
の
奥
義
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
其
的
疑
の
故
純
一
言

-
h
t
が
明
に
な
る
で
あ
ら

う
。
こ
れ
に
就
て
は
、
様
単
化
の
岡
県
義
に
関
す
る
冨
-
F
・の。

og
の
言
を
弦
に
引
用
す
る
の
が
最
も
通
営
で
あ

蹴

苑

第
二
十
八
巻

= -ー一一
第

班

四

強
算
に
依
る
企
業
白
統
制

H.市V.B. der B. ¥Virtschaft. Bd‘2. S. 247. 

White， Op. cit. p. I.S6訪朝
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詑

施

四

四

漁
算
に
依
る
企
業

ω
統
制

第
一
一
十
λ
巻

第

批

る
正
忠
ふ
。
日
〈
「
完
全
化
て
ム
概
念
は
様
準
化
の
中
仁
合
ま
れ
て
ゐ
な
か
。
何
ら
か
の
こ
芯
を
錦
す
に
就
て
の

標
準
的
方
法
正
は
、
車
仁
其

ω楳
品
中
が
立
て
ら
る
、
時
じ
於
て
工
夫
し
得
ら
る
、
最
蓄
の
方
法
た
る
に
過
ぎ
な
い

の
で
ゐ
る

Q

標
準

ω改
善
は
虫
ま
し
き
所
で
ゐ
っ
て
、
そ
れ
が
見
出
古
れ
た
時
正
蕗
正
に
於
て
採
用
せ
ら
る
、
。

標
準
化
的
中
仁
は
帥
世
帯
を
妨
げ
る
も
の
は
何
等
絶
叫
割
に
存

L
て
ゐ
な
い
。

L
か
L
、
改
善
的
意
味
を
有
せ
ぬ
稜
革

か
ら
標
準
を
護
る
潟
に
は
一
定
川
町
防
衛
制
度
が
立
て
ら
る
、
。
此
仙
一
防
衛
制
度
は
麓
化
の
震
の
襲
化
か
ら
標
準
を

諮
る
の
で
ゐ
品
。
近
代
の
科
率
的
管
理
法
が
要
求
す
る
所
は
条
〈
次
の
駄
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
o
帥

も

標

準

品
製
革

ω提
議
は
、
其
的
標
準
採
刷
の
際

ω吟
味
吉
岡
俊
の
周
到
さ
を
以

τ吟
味
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
れ
刷

E
共
に
、
其

の
品
開
革
は
最
初
に
其

ω標
準
を
編
上
げ
た
人
が
然
b
し
ご
同
様
に
其

ω仕
事
に
相
隠
す
る
能
力
を
有
す
る
所
の
錬

達
家
に
依
っ
て
行
は
れ
な
り
れ
ば
な
ら
泊
て
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
か
〈

Lτ
採
用
せ
ら
れ
、
諮
ら
る
、
一
加
の
標
準
は

其
の
時
々
に
知
ら
る
、
最
善

ωも
の
を
生
み
出
す
の
で
ゐ
る
。
か
や
う
な
方
法
で
賀
行
せ
ら
る
、
標
準
化
は
常
に

試
験
己
改
善
Z
を
誘
ふ
。
」
ご
。

X 

× 

× 

× 

以
上
は
企
業
上

ω珠
算
制
度

ω蓮
胤
過
税
を
其
の
典
型
的
形
式
に
就

τ、
こ
れ
を
四
段
階
に
分
っ
て
概
括
的
に

越
べ
た

ωで
ゐ
る
o

共
山
詳
細
な
具
情
的
関
係
に
歪
つ
て
は
岡
よ
h
J
筒
ー
の
企
業
に
就
て
夫
E
特
殊
の
も
の
た
る

べ
き
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
た
い
γ

、
以
上
仁
述
べ
た
所
伝
綜
括
し
て
み
る
仁
、
荷
も
企
業
よ
り
珠
算
制
度
ピ
見
る

〈
き
も
の
は
、
必
守
夫
り
如
、
湾
、
三
鈷
り
本
質
的
特
徴
を
備
へ
て
お
ら
ね
ば
な
ら
肉
。

Joncs.. op. cit. pp.白 3ー倉叫ー18) 



一
定
期
間

ω企
業
活
動
に
於
け
る
全
部
門
内
の
諸
事
項
の
総
て
に
闘
す
る
計
剖
が
強
め
前
期
間
に
於

τ計

数
的
見
積
の
形
式
を
以
て
表
明
せ
ら
る
、
.
』
E
0

2
、
右
の
如
き
各
簡
の
計
数
的
見
積
計
剖
が
綜
括
的
に
調
整
せ
ら
れ

τ、
一
全
館
Z
し
て
の
企
業
に
就
て
良
〈

均
衡
を
得
た
一
輝
系
的
プ
u

グ
ラ
ム
炉
設
定
ぜ
ら
る
、
こ
音
。

3
・
右
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
賀
行
過
程
の
標
準
正
し
て
施
行
せ
ら
る
、
に
伴
っ
て
賞
際
成
績
吉
見
積
成
績
苫
の
封

照
表
が
作
製
せ
ら
れ
、
其
の
給
巣
、
該
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
の
趨
蛍
な
修
正
の
必
要
が
認
め
ら
る
れ
ば
、
怠
ら

中
其
の
修
正
が
施
手
品
、
こ

Z
G

企
業
上
的
珠
算
制
度
は
此
れ
ら
的
中
的
一
知
を
敏
い
て
も
‘
お
(
の
本
質
的
而
日
を
止
〈
ふ
の
で
あ
る
。

修
業
上
、
何
等
か
の
粍
度
に
於
て
賂
来
的
見
積
を
立
つ
る
は
従
来
正
雄
も
殆
ん
Y
』
ゐ
ら
ゆ
る
企
業
に
就
て
こ
れ

を
見
る
腕
で
ゐ
品
。
殊
に
、
主
ご
し
て
需
要
ぞ
見
越
し
て
管
業
を
行
ふ
近
代
企
業
は
か
、
る
見
積
を
立
つ
る
ニ
ぜ

な
し
に
は
到
底
芸
的
経
径
は
不
可
能
で
あ
る
ご
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
o

か
か
る
事
怖
を
顧
み
れ
ば
、
企
業
上
的
強
算

制
度
は
決
し

τ・
北
(
の
松
祇
か
ら
全
く
新
規
な
御
念
に
立

τ
る
も
の
ご
は
い
へ
な
い
の
で
ゐ
品
。
然
ら
ば
所
請
・

企
業
上

ω珠
算
制
度
に
特
有
な
る
新
規
山
舶
は
説
れ
に
ゐ
る
や
ご
い
は
ば
、
そ
は
畢
覚
、
右
仁
泉
げ
た
珠
算
制
度

の
本
質
的
特
徴
的
中
に
-
』
れ
を
尋
ね
な
げ
れ
ば
な
ら
向
。

即
も
、
企
業
活
動
上

ω
部
分
的
峨
抽
出
又
は
筒

hNω
事
項
仁
闘
す
る
見
積
計
割
、
た
己
へ
ば
毎
月

ω
財
務
漁
算
、

生
産
プ
ロ
グ
ラ
ム
或
は
祭
い
同
支
出

ω
見
硫
等
り
的
別
的
見
積
計
剖
を
立
つ
号
』
古
は
従
来
正
て
も
各
閥
的
企
業
に

就

τ必
し
も
珍
ら
し
〈
な
い

ωで
ゐ
る
。
し
か
し
.
こ
れ
ら
め
部
分
的
見
積
計
剖
を
ば
企
業
活
動

ω
全
般
に
豆
つ

1 

設

苑

強
算
に
依
る
企
業
自
統
制

第
ニ
十
λ
巷

五

第
二
腕

四



誼

第
二
十
八
省

一
岡
田

~，、

節

税

施

諌
算
に
依
る
企
抽
出
自
統
制

τ前
期
間
中
に
設
定
し
、
誕
に
こ
れ
ら
を
綜
括
し
て
企
業
金
憾
に
闘
す
る
一
時
系
的
賀
行
計
劃
を
編
成
し
、
-
』
れ

を
貸
行
上
の
一
貫
際
成
縦

t
謝
旅
し
て
諸
官
に
修
正

L
つ
つ
、
此
の
見
積
計
劃
を
以
て
金
賞
行
過
程
に
謝
す
る
拘
束

的
標
準
た
ら
し
む
る
ニ
さ
は
所
説
・
企
業
上
の
預
算
制
度
仁
於

τ初
め
て
見
ら
る
る
所
で
ゐ
る
o

企
業
上
の
珠
算
制
度
が
如
何
な
る
本
櫨
を
有
す
る
も
の
で
ゐ
る
か
は
以
上
を
以
一
し
大
館
'
』
れ
を
明
に
す
る
-
}
Z

が
出
来
た
Z
思
ふ
。

三
、
議
集
制
度
の
効
盆

企
業
上

ω滋
算
制
度
正
は
前
週
内
如
き
手
繰
閲
係
を
以
て
運
用
せ
ら
晶
、
企
業
統
制
の
一
方
式
で
あ
る
o
此
の

制
度
り
漣
嘗
な
る
蓮
用
に
依
っ
て
企
業
の
経
済
的
協
卒
増
進
上
に
粛
ら
さ
る
、
効
盆
は
康
〈
且
つ
重
要
で
ゐ
る
。

き
れ
ば
・
現
に
比
ゆ
制
度
を
賞
際
に
施
せ
る
多
〈
の
人
ケ
は
、
そ
れ
が
企
業
の
経
替
上
最
も
有
効
な
る
統
制
方
式

た
る
こ
Z
を
認
め
て
ゐ
る
。

こ
れ
よ
h
其
の
効
盆
ぞ
ば
総
合
珠
算

ω会
暗
に
藩
服
せ
る
一
般
的
見
地
己
、
箇
々
の
分
科
激
算
に
著
服
せ
る
特

殊
的
見
地

Zω
雨
方
面
か
ら
略
述
し
て
見
ゃ
う
さ
思
ふ
。

一
一
般
的
見
地
か
ら
見
た
効
盆

ー
、
企
業
活
動
に
於
け
る
金
賞
行
的
地
棋
に
封
す
る
中
心
的
統
制
が
檎
保
せ
ら
る
る
。

珠
算
制
度
に
於

τは
各
分
科
謙
算
M
V

綜
揺
さ
れ
工
一
線
合
珠
算
措
阻
系
ご
な
る
。
比
の
綜
合
珠
算
は
み
十
費
行
的
過

程
の
拘
束
的
棋
冊
中
正
な
る
り
で
あ
る
か
ら
・
滋
に
企
業
の
杢
質
行
的
活
勘
上
の
中
心
的
統
制
に
劃
す
る
制
度
的
基

礎
が
奥
へ
ら
る
、
謬
で
あ
る
。

H. W. B. der B. Wirfscharr. Bd. 2. S. 245・捗踊
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2
・
企
業
内

ω
各
械
峨
飽
部
門
の
協
剥
が
助
成
せ
ら
る
る
。

銑
に
第
一
筋
に
於
て
述
べ
た
如
〈
、
企
業
の
活
動
過
粍
は
祁
ー
な
る
峨
能
部
門
に
分
割
せ
ら
る
、
古
共
に
多
〈

の
場
令
に
そ
れ
ら
各
純
の
職
能
部
門
に
謝
し
て
夫
々
別
阜
の
撚
砕
闘
機
闘
が
配
旋
苫
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

而
し

て
、
そ
れ
ら

ω各
柿
職
能
部
門
は
こ
れ
に
附
着
す
る
所
有
聞
係
上

ω統
一
位
を
総
合
因
子
正
し
て
相
結
合
し
て
一

活
動
飽
系
を
構
成
し
、
以

τ何
等
か
の
財
貨

ω縦
続
的
な
市
場
供
給

ω作
用
を
傍
む
も
の
で
ゐ
る
。
き
れ
ば
企
業

の
活
動
泊
料
上
・
手
段
償
似
の
利
用
が
最
も
有
効
に
行
は
れ
て
、
共
の
結
果
企
業
の
経
済
的
能
率
が
充
分
に
後
探

せ
し
め
ら
れ
ん
が
錦
に
は
企
業
上

ωゐ
ら
ゆ
る
峨
能
部
門
は
相
瓦
に
高
度
的
協
訓
閥
係
を
保
ち
つ
つ
、
機
み
行
は

れ
な
け
れ
ば
な
ら
泊
の
で
あ
品

0
2
)

(
位
)

1
、
跡
見
、
生
産

A
H
版
斑
山
三
職
拙
聞
の
協
調

販
斑
的
川
柄
引
拙
龍
は
順
序
と
し
て
品
業
に
於
け
る
各
種
職
陥
部
門
中
最
静
の
過
程
に
腿

L
、
購
買
的
取
引
職
抽
も
止
産
職
能
も
拍
周
は
版
官
的
取

引
噛
龍
山
日
前
日
よ
り
止
ず
る
給
付
心
品
川
世
に
臨
ぜ
ん
が
伐
に
行
は
る
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
問
、
換
算
制
度
運
用
組
開
。
第
一
段
附
に
於
け
る
各
分

科
山
崎
算
案
。
嗣
成
は
先
づ
版
嵐
山
盟
算
案
内
編
成
に
始
ま
る
白
が
便
利
で
あ
り
且
つ
そ
れ
が
又
持
週
で
あ
る
u

覧
行
蜘
盤
以
上
由
仕
入
又
は
生
z
障
を
行

ふ
ζ

と
H
種
々
右
寄
た
る
い
和
阿
部
を
導
〈
O

就
中
こ
れ
に
依
ヲ
て

I
R残
手
持
円
問
中
に
費
量
伝
寝
か
せ
る
与
な
ら

f
、

A
い
陥
っ
て
必
誕
資
金
の
硬
患

を
窓
越
し
品
〈
向
い
且
つ
誕
に
商
品
の
蜘
梢
的
並
に
物
珂
的
雌
川
棋
を
招
〈
に
重
る
が
如
き
は
其
自
主
な
る
も
の
で
あ
る
。
反
封
に
、
阪
質
向
取
引
政
量

が
止
産
申
・
仕
入
の
動
量
に
超
過
す
る
こ
と
も
又
決
し
て
前
自
場
合
に
劣
る
と
と
無
き
排
害
の
悶
と
な
る
。
其
由
主
た
る
も
の
と
し
て
は
主
目
如
き
も

の
が
あ
る
。
山
取
説
的
取
引
凶
器
市
出
貸
際
に
給
付
L
作
る
能
力
以
上
に
過
度
目
無
用
な
る
活
動
を
替
む
穏
に
紐
裂
の
浪
費
出
行
は
る
る
C

M
叫
過
剰
契

約
脱
行
合
却
に
不
合
叫
的
な
る
給
付
畦
備
の
手
践
を
採
る
ζ

と
を
俄
儲
な

f
せ
ら
れ
随
っ
て
叉
自
ら
不
合
間
的
な
る
費
用
回
負
弛
を
拍
〈
由
.
て
あ

説

苑

自
皿
算
に
依
る
企
業
の
統
制

第
二
十

λ
巷

七

第

観

四
五



肱

施

第
一
一
十
凡
巻

凹--，、

λ 

第
ニ
一
輯

珠
算
に
依
る
企
業
内
統
制

る
@
川
契
約
一
直
行
白
伐
に
瓶
事
に
劃
す
る
損
害
賠
償
支
排
主
張
を
生
ず
る
品
、
若
{
は
闘
容
に
負
ふ
と
と
あ
る
イ
き
不
信
任
は
椅

-Z替
業
上

に
不
利
.
損
害
を
農
る
の
同
と
な
る
と
と
も
稀
で
は
な
い
。
な
ほ
、
尿
料
品
目
仕
入
準
備
が
生
産
職
拙
よ
由
必
要
に
肱
じ
梓
古
る
場
骨
に
於
て
、
生
産

温
程
よ
日
比
ず
ベ
脅
停
柄
、
担
制
叫

ω
献
践
は
右
に
越

d

へ
た
諦
不
例
制
よ
り
生
ず
る
所
。
も

oι
も
勝
る
ぺ
き
大
な
る
損
害
を
想
起
す
る
a

z
、
勝
目
、
比
陸
、
販
貰
の
一
一
一
輪
前
部
門
主
財
勧
的
職
能
部
門
と
の
協
同

戎
位
稲
川
き
れ
な
い
賛
金

臨
賞
、
生
産
、
跡
直
山
三
時
曲
部
川
と
財
務
的
時
脳
部
門
と
の
間
的
協
制
が
北
は
れ
て
必
要
型
金
山
町
伊
達
附
雛
ヂ

内
制
謹
u

部
副
旭
る
な
ら
ば
、
と
れ
が
坊
に
企
業
山
安
起
が
破
b
る
る
。
腕
民
、
北
陸
、
版
斑

ω
一
一
一
職
能
部
門
川
内
不
調
和
は
制
効
の
川
貨
を
縮
〈

出
、
此
持
甲
山
一
ニ
者
と
財
務
的
職
能
部
門
と
山
一
間
的
不
同
和
は
闘
も
す
れ
ば
直
接
に
企
業
破
続
四
悶
と
な
る
叫

而
も
、
此
等
各
組
峨
能
部
門
間

ω協
謝
は
企
業

ω規
模
が
大
ご
な
る
粍
愈
々
其

ω必
要
が
緊
切
ご
な
ろ
一
】
正
は

い
よ
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
質
際
仁
は
反
っ
て
、
共
的
規
模
大
に
し
て
、
従
業
員
数
も
甚
に
多
(
隣
っ

て
叉
従
業
員

ω組
織
が
複
雑
を
加
へ
る
企
業
に
於
り
る
程
盆
々
全
値
的
協
調

ω維
持
、
増
進
は
困
雛
ご
な
る
傾
向

が
め
る
o
か
〈
て
、
如
何
に
し
て
此

ω全
般
的
協
訓
を
維
持
増
議
す
べ
詰
や
て
ふ
こ
ご
は
多
〈

ω現
代
大
企
業
仁

於
て
、
極
め

τ緊
切
な
一
重
要
問
題
ご
な
っ
て
ゐ
る
。

珠
算
制
度

ω採
用
は
正
に
跡
的
問
題
に
謝
す
る
最
も
有
効
な
一
解
決
方
策
た
る
の
で
あ
る
。

珠
算
制
度
が
か
か
る
任
務
に
堪
え
得
る
総
力
を
有
す
る
所
以
は
次
の
如
き
二
一
削
の
事
情
に
基
〈
の
で
あ
る
。

-
従
業
員
川
町
心
理
的
事
備
、
各
分
科
珠
算
案
以
原
則
ご
し
て
各
分
科
的
職
抱
部
門
的
携
賞
係
に
於
て
編
成
せ
ら

る
る
も
の
で
ゐ
る
が
。
此
山
町
際
必
守
、
各
分
訓
判
的
措
嘗
係
は
何
等
か
の
粍
援
に
於
て
他

ω分
科
的
職
能
に
闘
す
る

見
積
計
制
を
多
照
す
る
-
』
ご
が
必
要
で
め
る
。
加
之
各
分
科
的
職
能
の
主
任
抽
相
官
機
関
は
綜
令
珠
算
案
審
議
的
潟

に
務
算
審
議
委
員
曾
に
出
席
し
て
相
互
的
意
見
を
交
換
、
討
議
す
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
共
の
結
果
、
一
の
協
調

Mck.insey， llusiness Administration. p. 263. pp_ 267~268 
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的
結
国
却
を
生
す
る
こ
E
じ
な
る
の
で
あ
る
。
務
算
案
の
編
成
土
、
こ
れ
ら
の
経
路
を
経
て
各
分
科
的
職
能
の
携
蛍

係
は
自
ら
他

ω職
能
部
門
の
任
務
、
事
業
等
を
充
分
に
理
解

L
て
、
白
巴
及
び
他
の
係
の
檎
営
に
か
、
る
各
稲
職

能
部
門
の
活
動
の
一
企
業
会
憾
に
於
け
る
夫
々
の
地
位
を
ば
正

L
f認
識
す
る
こ
ど
が
出
来
る
。
従
業
員
聞
の
か

か
る
理
解
が
企
業
山
活
動
過
程
に
於
り
る
会
館
的
協
耐
の
精
進
に
封

L
て
大
い
に
役
立
ち
得
る
こ
ピ
ピ
な
る
吋
き

は
い
ふ
ま
で
も
な
い
凶
で
あ
る
。

ヨ
綜
合
時
四
算
の
憾
系
的
機
緋
。
議
算
制
度

ω運
用
過
程
に
於

τは
そ
の
努
頑
に
世
間
該
深
算
期
間
に
於
け
る
企
業

活
動
の
全
般
に
亘
る
根
本
的
方
針
が
提
示
せ
ら
る
乙
。
此

ω川
悦
本
的
方
針
に
準
採
し
て
夫
々
編
成
せ
ら
れ
た
各
分

科
預
算
案

ω綜
合
か
ら
成
る
綜
合
誕
算
案
は
海
崎
県
議
議
委
員
品
目
に
於
て
、
会
館
的
協
調
の
維
持
を
本
義
ご
す
る
協

同
的
審
議
を
受
け
て
誌
に
綜
合
的
確
定
強
鉢
が
成
立
す
る
o

か
〈
の
如
〈
に

L
て
般
に
そ
れ
自
ら
協
調
的
機
構
を

有
す
る
所
の
右
の
綜
合
議
算
が
企
業
り
金
賀
行
地
税
に
謝
す
る
髄
系
的
楳
準
ご
し
て
拘
束
力
を
有
す
る
に
至
る
の

で
あ
る
。
き
れ
ば
、
各
分
科
的
職
能
を
捻
殺
す
る
各
従
本
員
聞
の
心
理
的
協
調
を
別
に
し
て
も
、
企
業
内
の
各
分

科
的
資
行
過
程
は
自
ら
全
般
的
協
調
を
維
持
し
つ
つ
笹
み
行
は
れ

F
る
を
得
さ
る
に
至
る
諜
で
あ
る
。

3
、
企
業

ω賀
行
地
程
に
於
て
各
従
業
員
山
白
俊
的
活
動
慾
が
満
足
せ
し
め
ら
る
る
o

各
分
科
換
算
袋

ω編
成
及
び
統
合
強
算
案
審
議

ω場
合
仁
は
、
夜
桜
、
間
接
に
各
和
職
能
部
門
の
関
係
従
業
員

が
』
れ
に
拳
具
す
る
機
耐
日
を
奥
へ
ら
る
る
が
常
で
ゐ
る
ω

随
っ
て
、
珠
算
の
施
行
に
嘗
つ
て
は
多
少
芭
も
彼
等
の

白
後
的
活
動
慾
が
満
足
ゼ
し
め
ら
る
る
鐸
で
ゐ
っ
て
、
こ
れ
が
潟
に
企
業

ω経
済
的
能
率
棺
準
上
に
は
甚
だ
大
な

る
好
影
響
が
奥
へ
ら
る
る
。

設

苑

持
却
に
依
る
企
栄
町
統
制

第
ご
十
久
容

Jc 

節

就

凹
-¥; 



設

苑

強
算
に
依
る
企
業
の
統
制

第
三
十
入
容

.-
o 

第

腕

一
回
入

4
、
企
業
一
し
従
事
す
る
金
値
的
管
掌
者
、
部
分
的
管
掌
者
、
真
に
又
一
般
従
業
員
凶
箇
々
に
射
す
る
従
業
上
の

様
準
が
典
へ
ら
れ
て
、
こ
れ
が
鋳
い
い
各
従
業
員
の
勤
務
に
謝
す
る
興
味
が
刺
戟
せ
ら
る
る
o

加
之
、
上
下
各
従
業

員
が
英
の
標
準

ω追
求
上
如
何
な
る
成
績
を
摩
げ
符
た
か
が
計
欺
的
に
表
示
百
れ
て
、
各
従
業
員
の
従
業
上
の
能

力
を
明
白
に
す
る
ニ
正
が
出
来
る
。

品
、
企
業
的
活
動
に
謝
す
る
金
鱒
的
討
劃
の
巾
草
案
上
に
底
く
一
般
従
業
員
川
町
知
識
、
経
験
を
刺

m
Lて
得
る
。

各
分
科
預
鉱
業
の
編
成
及
び
綜
令
激
樹
針
案
小
山
審
議
の
場
合
に
は
遁
館
、
謡
〈
各
従
業
日
民
の
'
知
識
、
経
験
が
動
員

さ
れ

τ其
ω結
果
が
一
定
的
文
帯
に
表
現
せ
ら
る
る
こ
=
に
な
る
の
で
あ
る
。
議
算
的
施
行
は
即
も
英
の
結
山
本
を

以
て
企
業
的
会
費
行
過
程
に
劃
す
る
標
準
己
ず
る
も
の
で
ゐ
る
。
こ
の
こ
ピ
は
車
仁
少
数
の
首
脳
的
従
業
機
関
の

脳
誕
に
秘
め
ら
れ
た
朱
他
的
統
制
意
志
じ
の
み
基
い
て
賀
行
過
程

ω統
制
が
行
は
る
る
場
合
に
比
し
て
、
一
一
盾
其

の
合
理
性
を
高
む
る
所
以
で
ゐ
品
。
比
れ
に
よ
っ
て
企
業
が
共
の
経
済
的
能
率
増
進
内
局
に
資
盆
を
受
〈
ぺ
き
は

い
ふ
ま
で
も
な
い
。

一
般
に
手
段
慣
低
り
利
用
上
、
共
の
合
理
化
に
就
て
慎
重
な
る
考
慮
を
捌
ム
ペ
き
徐
被
ピ
機
曾
正
が
奥
へ

n
b
る
る
。

6 、強
築
制
度
に
於

τは
、
賀
行
過
程
の
着
手
に
甥

L
て
相
賞
の
徐
被
期
間
を
有
す
る
一
定
の
時
期
に
疎
算
案
の
編

成
が
行
は
る
る
L

此
の
場
合
に
は
各
分
科
的
職
抽
出
り
指
賞
係
が
綿
省
、
周
到
ψ
用
意
を
以
て
各
従
業
過
程
を
分
析

L
、
豆
ら
に
こ
れ
を
最
も
合
理
的
な
態
度
に
組
織
し
て
共
の
給
呆
の
具
惚
化
が
珠
算
正
成
っ
て
現
は
れ

τ来
る
の

で
あ
る
。
此
の
聞
に
努
力
、
原
料
、
諸
資
金
等
を
最
も
合
理
的
に
使
用
す
べ
き
方
法
を
慌
重
に
考
慮
す
べ
き
機
曾



が
奥
へ
ら
る
る
静
で
め
る
。

7
、
従
業
機
関
の
組
織
方
法
の
令
理
化
が
助
成
せ
ら
る
、
。

珠
算
制
度
の
運
用
金
有
数
な
ら
し
む
る
が
潟
仁
は
原
則
ご
し
工
各
分
科
的
職
能
営
基
準
に
し
て
各
分
科
的
課
算

が
設
定
さ
れ
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。
こ
れ
が
錦
に
大
規
模
企
業
に
於
て
は
、
各
分
科
的
地
嗣
常
機
関
の
責
任
範
園
を
明

確
仁
限
定
す
る
ζ

ピ
が
必
要
に
な
っ
て
、
自
ら
従
業
機
闘
の
組
織
方
法
の
合
理
化
が
強
制
せ
ら
る
品
こ
古
に
な

る。
8
、
財
務
上
の
諸
記
録
や
原
償
計
算
其
の
他
の
諸
曾
計
的
活
動
が
一
般
に
組
織
化
せ
ら
れ
、
合
理
化
せ
ら
る
、
。

日
、
珠
算
は
企
業
の
賀
行
過
程
に
於
け
る
安
全
標
織

(
E
宇
ば
r叫

Z-)
た
る
作
用
を
匁
す
。

珠
算
制
度

ω運
用
過
程
に
於
て
は
、
毎
期
、
毎
月
省
L

(
は
必
要
に
膳
じ
て
な
は
一
一
府
頻
紫
に
珠
算
古
賀
際
成

績
正
の
比
陵
、
制
割
照
が
行
は
る
、
。
こ
れ
が
錦
に
企
業
内
実
行
過
程
に
於
け
る
過
説
又
は
危
険
は
こ
れ
に
封
す
る

救
済
.
防
止
の
方
策
を
施
し
得
ぺ
き
猶
強
期
間
内
に
後
見
せ
ら
る
、
機
曾
を
持
つ
o

目
、
一
般
に
日
常
の
統
制
事
務
を
簡
単
、
察
易
な
ら

L
む
る
。

換
算
制
度
に
於

τは
強
め
文
書
を
以
て
各
椅
職
飽
却
門
の
賃
行
遇
税
に
劃
す
る
組
織
的
見
積
計
制
が
設
定
吉
れ

て
ゐ
る
の
み
な
ら
す
、
な
ほ
又
通
常
は
各
従
業
機
関

ω
責
任
、
械
限
の
範
園
が
明
篠
に
限
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
き

れ
ば
、
こ
れ
が
縛
に
目
指
の
統
制
専
務
は
自
ら
大
い
に
簡
易
化
せ
ら
る
、
誇
で
ゐ
る
。

日
、
企
業
活
動
の
内
容
赦
践
が
細
大
洩
れ
抑
制
〈
明
白
に
さ
れ

τ、
こ
れ
に
謝
す
る
監
察
を
大
に
使
な
ら
し
む

る。

民

施

拍
柑
鉢
に
依
る
企
業
自
統
制

第
二

fλ
巻

コ

第

観

四
九



話

苑

第
二
十
凡
嘗

五
O 

珠
算
比
依
る
企
業
の
統
制

一

第

批

此
の
こ
ご
は
、
内
に
向
つ
て
は
統
制
上
の
根
本
的
方
針
の
樹
立
を
迅
速
且
つ
趨
蛍
な
ら
し
め
、
外
仁
向
つ
て
は

企
業
に
到
す
る
金
融
業
者
の
金
融
的
援
助
を
助
成
す
る
。

x 

X 

X 

× 

以
上
は
珠
算
制
度
が
企
業
的
経
略
的
防
率
増
進
上
に
訴
す
べ
き
効
盆
を
ば
一
般
的
見
地
か
ら
考
察
し
て
英
の
主

要
な
も
の
を
述
べ
た
の
で
あ
る
叫

二
特
殊
的
見
地
か
ら
見
た
効
盆

各
分
科
換
算

ω筒
今
に
就
て
夫
#
の
特
殊
的
効
盆
が
認
め
ら
晶
、
。

ー
、
生
産
珠
算
に
就

τ。
生
産
油
蹴
算
じ
於
て
は
、
既
に
販
寅
珠
算
ご

ω関
係
を
考
慮
し
て
一
環
算
期
間
内
に
行

は
る
べ
き
生
産
の
総
額
が
議
定
せ
ら
れ
て
あ
る
。
き
れ
ば
、

必
要
な
る
設
備
其
の
他

ω生
産
手
段
を
過
賞
に
準
備
・
調
達
し
得
を
』
吉
、
な
h
、
他
方
に
は
、
一
期
間
を
通
じ

て
遁
蛍
な
る
生
産
日
程
表
を
設
定
し
、
以

τ生
産
作
業
上
に
生
?
ぺ
き
策
閣
を
調
節
す
る
こ
ご
が
出
来
る

ωで
ゐ

る
。
生
産
作
業
上
の
紫
闘
を
均
衡
化
す
号
』
ご
は
一
般
に
種
命
な
る
事
由
が
ら
企
業
の
経
済
的
飽
率
精
進
上
に
大

い
な
る
資
盆
を
興
へ
る
の
で
ゐ
る
。
な
ほ
、
ニ
れ
に
依
っ
て
鷲
き
る
ぺ
き
従
業
員
の
移
動
(
宮
ヨ
0
4
2
)

率
の
減

少
は
枇
曾
政
策
上
に
も
綱
著
な
る
好
影
響
を
及
ぽ
す
の
で
あ
る
。

リ
-
、
財
務
課
算
に
就
て
。
財
務
謙
算
に
依
っ
て
、
}
方
に
は
預
算
期
間
内

ω流
動
資
金
ご
固
定
資
金
ご
の
需
要

額
さ
需
要
時
期
正
が
議
定
せ
ら
れ
、
他
方
に
は
周
期
間
内
の
資
金
岡
牧
の
綴
正
時
期
正
が
旗
定
せ
ら
る
、
。
加

こ
れ
に
よ
っ
て
一
方
に
は
、
鴬
該
期
聞
の
生
産
上
に

l¥Te，ld <'l.nd Scholz， op. cit. pp rR4-IRf). F(m-!ham九 ndTingley. op. cit. 

pp. 14+-146. Hodge. op. cit目 pp・16e-167・Jones，op. cit. pp・31[-3112.
!¥-fckinsey. Budgetary Control. pp・ 416-419_pp. 432--424- ~Hckinsey ， 

Business Aclministration. pp. 267-268.以上事問。
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之
、
こ
れ
ら
の
謙
定
に
基
い
て
、
共

ω期
間
内
に
準
備
せ
ら
る
べ
き
借
入
資
金

ω需
要
領
北
に
需
要
時
期
を
も
強

め
定
め
お
〈
こ
Z
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
借
入
賞
金
の
調
迭
に
閲
川
し
て
、
一
定
の
猶
漁
期
間
内
に
右
の
如
、
き
珠
定

山
泊

を
設
〈
る
は
箪
h
其
的
調
達
を
磁
保
す
る
所
以
た
る
の
み
な
ら
ず
・
な
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
金
融
市
場
の
朕
勢
じ

随
ひ
金
利
岡
係
英
の
他

ω貼
に
就
き
借
入
上
に
有
利
な
る
機
曾
eT
捕
捉
す
る
こ
ご
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

X 

× 

X 

x 

右
は
分
科
珠
算
の
有
す
る
特
妹
的
効
盆
中
の
主
要
な
る
も
の
に
就
て
遮
吋
た
の
で
あ
る
叫

問
、
議
算
制
度
に
於
け
る
潔
算
の
有
す
る
能
力
の
限
界

企
業
上
の
珠
算
制
度
は
現
今
未
だ
其

ω費
途
の
初
期
に
在
る
0

問
問
来
愈
1
共
的
後
遺
を
助
成
し
て
、
こ
れ
に
備

は
る
所

ω
右
。
加
古
諸
効
盆
を
盆
I
充
分
に
後
押
せ
し
め
ん
ご
す
る
な
ら
ば
、
率
問
上
及
び
貸
際
上
、
こ
れ

r
謝

し
て
積
々
な
る
努
力
ご
用
意
ご
を
費
す
-
』
己
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
先
づ
最
初
に
、
珠
算
制
度
の
本
質
的
要

素
た
る
珠
算

ω設
定
が
有
す
る
能
力

ω限
川
砕
を
明
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
肉
。
十
九
[
、
珠
算
内
設
定
は
企
業
上
の

岡

高
能
薬
(
冨
E
2
ω
)
で
は
な
い
か
ら
・
こ
れ
伝
過
大
仁
評
欄
す
る
は
寧
ろ
珠
算
制
度
の
健
全
な
酸
速
を
阻
害
す
る

所
以
で
あ
る
。

以
下
・
北
刊
の
能
力
の
限
界
を
ば
珠
算
の
設
定
其
の
も
の
に
固
有
な
も
の
ご
、
並
に
明
在
迄
の
後
遠
の
程
度
に
於

て
偶
申
こ
れ
に
附
着
す
る
も
の
一
己
に
分
け
て
、

ζ

れ
に
闘
す
る
要
附
閣
を
略
越
し
ゃ
う
。

一
固
有
的
限
界

設

協
二
十
凡
魯

ユ

宛

踊
岨
非
に
依
る
企
業
白
統
制

第

腕

五

]¥'Ickin担 y.J)ndgetaTY. CO~1tr? 1， _p._ 2り7.事!111
H. W. U. der '11. ¥Virtschaft.， ikl. 2~ S斗 3-244 歩間
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世

苑

銃

器

五

強
募
に
依
る
企
業
由
統
制

第
二
十

λ
器

=
一
三
回

ー
、
珠
算
は
勝
戒
の
事
に
関
す
る
珠
測
に
基
い
て
設
定
せ
ら
れ
た
計
数
的
見
積
計
訓
で
ゐ
4
0
0
L
か
も
、
強
算

の
編
成
並
に
決
定
の
任
に
嘗
る
企
業
の
従
業
機
関
は
珠
言
者
で
は
な
い
。
き
れ
ば
・
彼
等
は
あ
ら
ゆ
る
合
理
的
な

方
法
を
用
ひ
て
A
D
釧
底
、
不
向
酬
の
縫
動
を
免
れ
ざ
る
を
前
ご
l
且
つ
複
雑
極
ま
り
無
き
岡
民
経
燐
上
の
事
項
に
就

τ.
盆
く
正
雄
、
泊
切
に
北
(
の
般
家
ey
強
制
し
得
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
が
〈
て
、
般
に
賂
来
の
一
定
期
間
に
閲

し
て
設
定
さ
れ
た
疎
算
が
、
資
際
施
行
の
際
に
企
業
活
動
の
標
準
芭
し
て
何
等
か
の
快
貼
を
現
す
こ
Z
あ
る
べ
き

は
避
け
雛
き
所
で
ゐ
る
。
依
に
、
議
鎮

ω施
行
中
に
は
腿
2
見
杭
成
総
ご
質
際
成
績
ご
の
針
照
、
比
較
を
行
ひ
且

つ
内
外
商
耕
悩

ω袋
化
合
多
酌
し
て
、
泊
賞
な
る
修
正
を
施
し
、
以
て
企
業
が
常
に
可
能
的
最
高

ω経
済
的
能
率

を
血
中
ャ
る
が
錦
の
用
意
ゐ
る
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
品
腕
鮎
ゐ
る
不
過
食
の
珠
算
を
ば
機
械
的
に
施
行
す
る
は
企
業

の
経
済
的
能
率
を
害
す
る
こ

Z
が
大
で
ゐ
る
。

2
・
珠
算
は
企
業
り
寅
行
過
程
に
劃
す
る
計
数
的
棋
準
が
文
書
を
以
て
表
示
せ

ιれ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
質

際
的
活
動
に
依
っ
て
共
り
賞
現
が
行
は
れ

τ
こ
そ
初
め
て
其
の
効
果
は
全
う
せ
ら
る
る
o

然
る
に
、
企
業
の
賀
行

過
程
に
於
1
慮
理
せ
ら
る
べ
き
内
外
の
諸
事
項
は
概
ね
、
極
め
て
複
雑
な
る
諸
相
を
併
せ
有
す
る
所
で
あ
っ
て
、

司
」
れ
ら
の
諸
事
項
が
泊
蛍
に
蕗
理
せ
ら
る
る
こ
ご
に
依
っ
て
所
期

ω計
数
的
結
果
が
皐
げ
ら
る
る
に
至
る
の
で
あ

る
。
き
れ
ば
、
珠
算
制
皮

ω有
効
な
る
運
用
の
鍔
に
は
、
日
常
不
断
に
積
々
の
諸
統
制
的
、
蕗
瑚
的
能
カ
の
協
働

が
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
凶
。
珠
算
り
設
定
が
如
何
に
完
全
に
行
は
れ
て
も
、
共
の
こ
己
自
身
は
決
し
て
企
業
の

活
動
上
に
於
り
る
日
常

ω
語
能
カ
、
諸
努
力
を
排
除
し
て
こ
れ
を
無
期
化
せ
し
め
得
る
も
の
で
は
な
い
。

二
偶
然
的
限
界

r・、

424. 1I oclge， op. cit. pp. 167-r68. J;J.上参照



企
業
上
の
強
算
制
度
的
運
用
、
殊
に
其
の
中
心
的
過
程
た
る
珠
算
の
設
定
は
現
A
T
な
は
、
会
〈
試
験
時
代
h
a
脱

し
た
正
は
い
へ
な
い
の
で
あ
る
。
古
れ
ば
‘
従
来
司
M
H
際
に
行
は
れ
た
所
に
は
未
に
幾
多
の
不
完
金
な
る
駄
の
後
見

せ
ら
る
る
こ
ぜ
は
苑
れ
得
な
い
。
随
っ
て
、
阪
に
経
験
せ
ら
れ
た
助
的
制
度
山
一
刻
盆
を
見
て
・
珠
算
制
度
の
粛
す

べ
き
効
盆
が
北
一
蕗
に
議
き
る
古
即
断
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
の
で
ゐ
る
。
こ
の
こ
己
を
明
に
理
解
し
て
、
引
紙
き
忍
耐

強
き
理
論
的
研
究
Z
質
験
的
工
夫
ピ
を
重
ね
、
以
て
賂
来
に
於
け
る
比
の
制
度
の
後
遼
を
助
成
す
る
こ
さ
が
、
本

来
こ
れ
に
備
は
る
所
の
前
述

ω如
き
諸
効
盆
を
盆
主
管
挿
せ
し
む
る
所
以
で
あ
る
。

結

同

珠
算
に
依
る
企
業
統
制
の
問
題
は
大
戦
後
、
殊
に
一
九
二

O
年
以
来
米
国
に
於
て
、
初
め
て
接
関
せ
る
所
で
あ

る
o
共

ω後
、
比

ω制
度
の
功
過
じ
閲
す
る
論
議
が
雄
に
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
今
で
は
阪
に
此
の
論
議

の
時
代
を
経
池
し
て
ゐ
る
o

か
〈
て
、
今
や
此

ω制
度
は
質
際
上
米
岡

ω
進
歩
せ
る
企
業
に
於
て
必
要
不
可
依

ω

も
の
吉
成
ワ
て
ゐ
る

Q

現
に
同
国
の
誇
大
企
業
は
此
の
制
度
を
採
用
し
て
夫
々
相
官
の
前
続
十
暴
げ

τゐ
る
有
様

で
あ
る
。
一
九
二
四
年
に
米
闘
の
金
閥
計
理
士
協
舎
が
一
一

O
O件
の
企
業
に
就
て
原
倒
計
算
に
闘
す
る
償
問
的

調
査
を
行
へ
る
際
に
明
に
せ
ら
れ
た
所
か
ら
推
M

摂
す
れ
ば
、
現
に
珠
算
制
度
を
採
却
し
て
ゐ
る
同
国
の
企
業
数
は

随
分
多
数
に
上
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
こ

E
が
鏡
は
る
る
肘

経
組
制
復
典
の
唖
却
に
目
醒
し
き
努
力
を
試
み
つ
つ
あ
る
獅
泡
仁
於
て
も
最
近
、
企
業
上
の
預
算
制
度
の
有
す
る
意

義

ω重
要
な
る
よ
芭
が
認
め
ら
る
る
こ
ご
に
な
っ
て
、
園
主
経
憐
管
理
局
(
同
止
の

E
E『
島
。
吾
自
民
官

J
4
5
R
E沖
a

民

施

換
算
に
依
る
企
業
白
統
制

第
二
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凡
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第
ニ
磁

器

-wFro宮
)
は
比
の
問
題
の
審
議

ω震
に
一
特
別
委
員
砧
闘
を
設
置
し
た
己
い
ふ
こ
さ
で
あ
る
。
国
O
乱
。
は

m
n
H
2
0
0

0
己
ロ
含
拝
見
巳
〉
含
比
三
注
目
民
自
の
必
要
を
論
争
る
に
際
し
て
「
従
来
無
か
っ
た
も
の
の
必
要
を
論
諾
す
る
の
は
い

つ
も
困
難
な
も
の
で
ゐ
品
。
吾
々
は
通
例
、
も
の
の
満
足
を
失
へ
る
場
合
に
於

τの
み
共

ω必
要
を
意
識
す
る
o
吾

々
の
喪
失
成
は
共
の
場
合
に
於
り
る
必
要
の
尺
度
で
ゐ
ゐ
o
産
業
上
に
務
汽
力
を
用
ゆ
る
-

h

ピ
の
必
要
を
ば
其
の

こ
ご
の
行
は
る
る
以
前
ト
ド
於
て
論
説
す
る
の
は
ヲ
ツ
ト
や
λ
-プ

イ

プ

y
z
v
に
ご
っ

τ定
め
し
容
易
な
ら
古
る
一
}

ご
で
ゐ
っ
た
で
ゐ
ら
う

2
」
己
述
べ
て
ゐ
る
が
、
我
闘
に
於

τ企
業
上
の
珠
算
制
度
を
採
用
す
る
一
』

Z
に
就

τ
b

亦
同
ほ
慌
の
-
}
ご
が
一
言
へ
る
£
思
ふ
。
し
か
し
・
経
憐
上
の
先
進
随
た
る
米
、
掴
判
等
に
於
て
陥
に
此
の
制
度
を
採
一
周

す
る
-
-
ご
の
端
絡
が
聞
か
れ

τゐ
る
。
企
業

ω経
済
的
飽
卒
増
進

ω急
務
伝
る
ζ

己
、
-
』
れ
等
の
諸
問
に
勝
る
ご

も
劣
ら

F
る
我
幽
に
於

t
も
亦
.
ニ
れ
に
閲
す
ゐ
研
究
正
英
の
廊
則

t
.か
盛
に
行
は
る
る
に
至
ら
ん
こ
ご
は
曜
ま

詑

斑
算
に
依
る
企
業
。
続
制

苑

し
き
所
で
あ
る
。

第
二
十
λ
魯

三三
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